








 

まえがき 

 染色体異常は,その発生頻度が全出産児の 0.5～0.6%といわれており,比較的

多い疾患である。また,本疾患は他の先天異常と同様,非可逆的変化に特徴づけ

られるものであり,その根本的対策は発生予防の他にない。そのための発生機構

および発生要因の解明は急務である。 


